
野田

昭
和
二
十
四
年
八
月
一
日
、
学
鐙
編
集
部
を
改
称
し
同
時
に
秘
書
部
の
広
告
課
を
合
併
し
て
宣
伝
部
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
は
、
既
に

記
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
｝
）
の
部
の
仕
事
の
第
一
は
、
当
社
発
行
宣
伝
雑
誌
の
企
画
。
編
集
、
配
布
、
第
二
は
、
社
外
の
新
聞
。
雑
誌

等
に
掲
載
す
る
広
告
な
ら
び
に
カ
タ
ロ
グ
、
ポ
ス
タ
ー
等
宣
伝
用
印
刷
物
の
作
製
。
依
頼
、
第
三
は
、
シ
ヨ
ー
ゥ
ィ
ン
ド
ー
を
初
め
と

す
る
店
頭
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
デ
ザ
イ
ン
企
画
。
作
製
、
第
四
は
、
商
品
及
び
商
品
に
附
す
る
マ
ー
ク
な
ど
の
企
画
。
制
作
・
管
理
（
一

部
）
、
第
五
は
、
画
廊
の
運
営
で
あ
る
。

「
学
鐙
」
の
編
集
は
昭
和
二
十
六
年
復
刊
当
時
は
八
木
佐
吉
が
当
っ
た
が
、
幾
許
も
な
く
本
庄
桂
輔
が
編
集
担
任
者
と
な
り
編
集
長

と
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
本
庄
桂
輔
は
明
治
三
十
四
年
生
ま
れ
、
立
教
大
学
英
文
科
卒
業
後
演
劇
研
究
の
た
め
フ
ラ
ン
ス
に
留
学

第
八
章
宣
伝
活
動

;鍵＃

《
治
三
十
四
年
生
ま
れ
、
立
教
大
学
英
文
科
卒
業
後
演
劇
研
究
の
た
め
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
、

帰
国
後
は
母
校
の
教
授
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
文
学
を
担
当
し
た
。
昭
和
二
十
六
年
、

内
田
魯
庵
、
水
木
京
太
に
続
く
三
人
目
の
専
任
編
集
者
と
し
て
当
社
に
入
社
、
爾

輔桂
来
そ
の
す
ぐ
れ
た
編
集
手
腕
で
「
学
鐙
」
の
評
価
を
高
め
て
い
る
。
「
演
劇
の
鬼
」
、

庄
「
サ
ラ
。
ベ
ル
ナ
ー
ル
の
一
生
」
、
「
フ
ラ
ン
ス
近
代
劇
史
」
な
ど
の
著
書
が
あ
る
。

本

「
学
鐙
」
の
内
容
に
つ
い
て
集
約
す
れ
ば
、
一
流
の
執
筆
者
に
よ
る
随
筆
・
書
評

を
中
心
に
、
外
国
書
な
ど
を
通
じ
て
広
く
外
国
文
化
の
姿
を
紹
介
す
る
雑
誌
と
い

:翌

Z調
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う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
戦
後
の
「
学
鐙
」
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
は
長
期
の
連
戦
も
の
を
掲
載
し
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ

ら
長
期
連
載
も
の
は
完
結
後
多
く
単
行
本
に
ま
と
め
ら
れ
て
他
店
で
出
版
せ
ら
れ
い
ず
れ
も
好
評
を
博
し
た
。

他
の
定
期
刊
行
物
で
あ
る
「
マ
ル
ゼ
ン
ァ
ナ
ゥ
ン
ス
メ
ン
ト
」
「
丸
善
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
。
ニ
ュ
ー
ス
」
に
つ
い
て
は
既
述
し
て
い

る
か
ら
、
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
。
唯
、
「
丸
善
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
．
一
一
ニ
ー
ス
」
は
、
文
具
部
が
発
行
母
体
で
あ
っ
た
た
め
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア

ン
の
た
め
の
情
報
誌
と
し
て
新
し
い
図
書
館
設
備
。
用
品
の
紹
介
に
は
特
に
力
を
入
れ
、
随
時
書
籍
。
視
聴
覚
教
材
。
害
務
機
械
な
ど

の
特
集
も
加
え
て
、
図
書
館
づ
く
り
に
当
っ
て
非
常
に
参
考
に
な
る
記
事
が
多
い
と
好
評
で
あ
る
。

第
二
の
宣
伝
広
告
に
は
、
新
聞
。
雑
誌
を
主
要
媒
体
と
し
て
有
効
に
活
用
し
て
い
る
。
新
聞
広
告
は
、
一
般
に
そ
の
頁
数
の
増
減
が

広
告
の
ス
ペ
ー
ス
の
大
小
に
影
響
し
、
当
社
の
広
告
の
内
容
。
ス
ペ
ー
ス
も
時
代
に
よ
り
移
り
変
り
が
あ
っ
た
。
新
聞
の
頁
数
が
一
一
’

四
頁
の
昭
和
二
十
年
代
初
め
に
は
、
記
事
中
や
突
き
出
し
広
告
を
活
用
し
た
。
昭
和
二
十
五
、
六
年
ご
ろ
か
ら
新
聞
の
頁
数
も
多
く
な

り
、
広
告
も
次
第
に
大
型
に
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
当
社
は
昭
和
二
十
八
年
十
一
月
か
ら
、
全
一
段
の
洋
書
広
告
を
毎

週
一
回
宛
「
朝
日
新
聞
」
全
国
版
に
掲
載
し
た
。
こ
れ
は
洋
書
と
い
う
知
的
刺
激
を
広
く
与
え
る
意
味
で
、
当
社
の
商
品
広
告
で
あ
る

と
同
時
に
、
企
業
広
告
的
な
役
割
も
果
し
た
と
い
っ
て
よ
い
。
然
し
前
述
の
よ
う
な
理
由
か
ら
新
聞
広
告
も
ま
す
ま
す
大
型
化
し
、
昭

和
四
十
一
年
に
は
こ
の
全
一
段
広
告
も
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た
。
も
っ
と
も
当
社
で
は
、
こ
れ
と
並
行
し
て
昭

和
一
一
一
十
七
年
秋
か
ら
、
新
し
い
試
み
と
し
て
「
本
」
と
い
う
親
し
み
易
い
文
字
を
ア
イ
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
に
使
用
し
た
半
五
段
、
半
七
段

の
広
告
を
「
日
本
経
済
新
聞
」
に
載
せ
始
め
て
い
た
。
こ
れ
は
洋
書
。
外
国
雑
誌
。
和
書
。
出
版
・
リ
プ
リ
ン
ト
等
、
本
に
関
す
る
全

部
門
に
携
っ
て
い
る
当
社
に
ふ
さ
わ
し
い
企
業
イ
メ
ー
ジ
広
告
と
し
て
、
極
め
て
斬
新
な
も
の
と
好
評
で
、
「
日
経
広
告
賞
」
を
受
け
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種
止

殉
均
覗
盟
彊
堺
平
祁
刈
漂
狸
四
四
一
Ⅱ
。
。
．
Ｉ
。
．
Ⅱ

↓
跡
訴
卦
当
〃
●
竜
挫
》
歩
緬
清
書
・
仁
’
職
．
ア
亭
テ
．
手
学
兵
誓
ｉ
ス
イ
牙
．
ソ
牛
手
意
写
苦
高

を
得
た
。
雑
誌
広
告
に
つ
い
て
い
え
ば
、
当
社
で
取
扱
う
も
の
は
、
専
門
書
が
主
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
当
然
専
門
学
術
雑
誌
へ
の
広

告
が
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
雑
誌
の
特
性
に
合
せ
て
広
告
を
出
し
、
そ
の
分
野
で
の
新
し
い
学
問
を
伝
え
る
情
報
源
と
し
て
歓
迎
を
受
け

た
○ 惨

ｉＦ

ト

＝ ＝葛夢器塁

以
上
は
書
籍
の
宣
伝
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
そ
の
他
、
当
社
が
販
売
す
る
他
の
商
品
の
宣
伝
に
つ
い
て
も
大
い
に
努
力
を
し
て
き
た
。

昭
和
二
十
五
年
に
イ
ン
キ
部
が
復
活
し
て
か
ら
昭
和
一
一
一
十
年
に
解
消
す
る
ま
で
は
、
イ
ン
キ
の
販
売
が
活
発
を
極
め
た
。
ア
テ
ナ
イ

碑
識
岬
識
潔
癖
評
睡
諦
一
難
酔
態
撫
撫
錘

『
一
帯
席
と
し
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の
一
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氾
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》

の
も
無
聴
の
左
い
た
包
譜
応
と
池
て
窪
”
》

が
鼠
・
倫
握
守
器
．
堕
別
靴

の
鵬
罪
ｗ
・
搾
肱
で
峠
，
諜
嵯
辿
蛙
心
禅
尖
外
於
雷

Ｉ

書籍新聞広告

た
。
こ
の
「
本
」
シ
リ
ー
ズ
の
広
告
は
、
そ
の
都
度

テ
ー
マ
を
持
ち
、
た
と
え
ば
教
科
書
シ
ー
ズ
ン
に
は

教
科
書
の
、
外
国
雑
誌
予
約
期
に
は
外
国
雑
誌
の
広

告
を
主
に
す
る
よ
う
に
し
た
。
そ
の
後
「
朝
日
新

聞
」
に
も
、
同
じ
ア
イ
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
を
使
用
し
た

広
告
を
掲
載
し
た
。
ま
た
、
昭
和
三
十
七
、
八
年
頃

に
は
「
朝
日
新
聞
」
で
半
七
段
の
「
書
店
と
し
て
の

一
世
紀
」
と
い
う
シ
リ
ー
ズ
広
告
を
行
い
、
中
で
も

梶
井
基
次
郎
の
短
篇
に
材
を
と
っ
た
「
レ
モ
ン
の
爆

弾
」
と
題
し
た
広
告
な
ど
、
当
社
が
書
籍
専
門
店
と

し
て
の
企
業
イ
メ
ー
ジ
を
高
め
る
も
の
と
し
て
好
評

1660



凸勾h理

溺謝溺織鰯/鍛卿郷縮緬聯 細郷輝
ⅢI『

ン
キ
は
当
社
の
代
表
的
商
品
と
し
て
、
不
特
定
多
数
の
消
費
者
を
対
象
と
す
る
全
国
向
け
商
品
で
あ
り
、
新
聞
広
告
も
中
央
紙
だ
け
で

な
く
地
方
紙
に
も
手
広
く
掲
載
し
た
。
と
く
に
国
電
駅
の
電
飾
看
板
、
湘
南
沿
線
そ
の
他
へ
の
野
立
看
板
、
都
心
地
区
で
の
電
柱
広
告

等
種
左
の
ブ
ラ
ン
ド
広
告
活
動
を
盛
ん
に
行
な
っ
た
。
ま
た
昭
和
三
十
年
九
月
に
は
、
映
画
「
僕
は
イ
ン
キ
で
す
」
二
巻
を
製
作
、
各

学
校
を
巡
回
し
、
文
部
大
臣
の
推
薦
映
画
と
な
っ
た
。

当
社
が
、
広
告
に
電
波
媒
体
を
使
っ
た
の
は
昭
和
二
十
七
年
四
月
か
ら
で
、
文
化
放
送
で
週
一
度
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
番
組
（
一
五
分

F･山ﾊ゙‘J,E2鋳』誰が苫FFd』』

』■

最後のモン画一マン登場

識
一i＝『詫曲

:鍵鱗
聯､“竜息鼠

聖篭一・．‘鯉

鶏蕊識‘

槻,蝋

Ｅ
冒
争
勘
』
蛤

産

詞

Ｐ言

ｂＬ

■
尚

｣■

鞭！ 座 &含N1JpgT

文
化
放
送
で
週
一
度
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
番
組
（
一
五
分

間
）
を
放
送
し
た
の
が
最
初
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は

約
半
年
間
で
了
り
、
同
年
の
う
ち
に
テ
レ
ビ
広
告

に
も
進
出
し
た
。
当
時
は
、
テ
レ
ビ
局
の
開
局
間

も
な
い
頃
で
、
半
年
間
で
は
あ
っ
た
が
、
日
本
テ

生
口広

レ
ピ
、
ラ
ジ
オ
東
京
テ
レ
ビ
（
現
Ｔ
Ｂ
Ｓ
）
に
随

紬
時
ス
ポ
ッ
ト
に
よ
る
広
告
を
行
っ
た
。
続
い
て
ラ

務
ジ
オ
東
京
テ
レ
ビ
に
も
、
ウ
ィ
ー
ク
デ
ー
に
一
分

事

間
の
ス
ポ
ッ
ト
を
帯
で
と
り
、
書
籍
で
は
○
画
．

ロ
．
（
弓
屋
①
○
鴬
○
己
同
ロ
四
房
彦
口
甘
唾
○
口
胃
己
、

洋
品
で
は
尋
ハ
ー
バ
リ
ー
コ
ー
ト
、
セ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

コ
ー
ト
、
ウ
ェ
ザ
ー
オ
ー
ル
コ
ー
ト
、
文
具
で
は
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象醇霊

癖
蝿
鰯
癖
識
剰
織
蹴
鋼
劉
翻
１
刈
醗
、
鰯
剥
遡
ｙ
戦
＃

群
．
．
評
．
坦
菅
聖
浮
鍔
器
》
鐸
守
誇
表
郡
㎡
〃
り
ｒ
Ｆ
苫

オバＱのサィンペン

ア
テ
ナ
イ
ン
キ
等
、
当
社
の
代
表
的
商
品
の
ス
ラ
イ
ド
を
効
果
的
に
組
合
せ
た

も
の
、
「
イ
ン
キ
の
出
来
る
ま
で
」
の
行
程
を
一
分
間
に
収
め
た
フ
ィ
ル
ム
な

ど
を
流
し
た
。
｝
）
の
よ
う
な
電
波
媒
体
へ
の
積
極
的
な
進
出
は
、
将
来
テ
レ
ビ
、

ラ
ジ
オ
の
普
及
を
予
測
し
て
そ
の
先
鞭
を
つ
け
る
意
味
あ
る
試
み
で
あ
っ
た
と

田
や
つ
Ｏ昭

和
三
十
年
代
に
入
っ
て
、
我
が
国
に
お
け
る
事
務
の
合
理
化
・
機
械
化
が

急
速
に
進
む
と
と
も
に
、
当
社
取
扱
い
の
事
務
機
械
が
販
売
商
品
の
中
で
ま
す

ま
す
重
要
性
を
帯
び
る
に
至
っ
た
。
就
中
、
日
本
に
お
け
る
総
代
理
店
で
あ
っ

た
ロ
ー
ヤ
ル
、
モ
ン
ロ
ー
両
社
製
品
及
び
丸
善
精
機
工
業
の
タ
イ
ム
レ
コ
ー
ダ

－
、
ベ
ル
タ
イ
マ
ー
の
広
告
に
重
点
を
お
く
よ
う
に
な
っ
た
。
例
え
ば
昭
和
三
十
七
年
秋
に
は
、
タ
イ
ム
レ
コ
ー
ダ
ー
及
び
モ
ン
ロ
ー

計
算
機
、
加
算
機
、
会
計
機
の
サ
ー
ビ
ス
セ
ー
ル
の
一
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
、
「
朝
日
」
「
毎
日
」
「
読
売
」
を
始
め
と
す
る
全
国

の
有
力
紙
三
○
紙
及
び
雑
誌
に
広
告
を
載
せ
た
。
ま
た
昭
和
一
一
一
十
九
年
に
は
漸
く
電
子
計
算
機
登
場
の
機
運
に
促
が
さ
れ
、
卓
上
電
子

計
算
機
と
も
い
う
ぺ
き
記
憶
つ
き
の
モ
ン
ロ
ー
計
算
機
の
普
及
宣
伝
を
行
っ
た
。
こ
の
と
き
の
販
売
予
定
台
数
五
○
○
台
は
、
締
切
り

一
ヵ
月
前
に
完
売
し
得
た
が
、
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
宣
伝
が
販
売
促
進
に
大
き
く
貢
献
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
昭
和
四
十
年
代

に
入
る
と
、
事
務
機
械
は
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
分
野
で
長
足
の
発
展
を
と
げ
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
そ
の
花
形
と
し
て
脚
光
を
浴
び
、

次
第
に
大
型
化
す
る
に
至
っ
た
。
こ
の
た
め
扱
う
商
品
も
、
従
来
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
。
メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
立
場
か
ら
代
理
店
及
び
販
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売
店
と
し
て
の
立
場
が
強
く
な
り
、
こ
の
た
め
に
宣
伝
の
媒
体

も
新
聞
。
雑
誌
広
告
は
も
と
よ
り
、
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
、
カ

タ
ロ
グ
等
と
多
様
化
し
て
き
た
。

洋
品
。
文
具
。
ゴ
ル
フ
用
品
等
に
つ
い
て
は
、
特
に
中
元
・

歳
暮
時
に
は
舶
来
の
洋
品
を
中
心
に
新
聞
広
告
を
行
い
、
ま
た

常
時
専
門
紙
。
雑
誌
等
に
、
季
節
。
時
期
を
選
ん
で
広
告
し
て

き
た
。
全
国
向
け
商
品
で
あ
る
サ
イ
ン
ペ
ン
に
つ
い
て
は
、
一

般
筆
記
具
と
し
て
は
勿
論
、
「
オ
バ
ヶ
の
Ｑ
太
郎
」
「
ト
ッ
ポ
ジ

ー
ジ
ョ
」
な
ど
を
軸
に
あ
し
ら
っ
た
子
供
向
き
の
新
し
い
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
商
品
も
開
発
し
て
、
積
極
的
に
宣
伝
を
行
っ
た
。

当
社
の
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ー
は
、
企
業
イ
メ
ー
ジ
の
表
現
と

し
て
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
宣
伝
部
に
お
い
て
も
、
本
店
の
日

本
橋
通
り
に
面
す
る
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ー
の
展
示
に
は
、
特
に

意
を
用
い
て
い
る
。
基
本
的
に
は
格
調
高
い
ユ
ニ
ー
ク
な
装
飾

と
な
る
｝
）
と
を
期
す
る
と
と
も
に
、
当
社
の
綜
合
イ
メ
ー
ジ
の

表
現
に
努
め
て
い
る
。
そ
し
て
昭
和
四
十
七
年
以
後
は
、
年
間
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テ
ー
マ
「
世
界
の
装
飾
」
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
王
宮
庭
園
」
等
を
組
ん
で
、
ウ
ィ
ン
ド
ー
の
バ
ッ
ク
に
写
真
を
主
体
と
し
た
パ
ネ
ル
を
使

用
し
て
い
る
。
こ
れ
と
展
示
商
品
と
の
組
合
せ
、
配
置
に
も
当
社
ら
し
い
好
古
作
新
の
感
じ
が
あ
る
と
好
評
で
あ
る
。

現
在
使
用
中
の
包
装
紙
は
、
宣
伝
部
の
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
も
の
で
、
昭
和
二
十
八
年
以
降
現
在
ま
で
変
る
こ
と
な
く
使
用
し
て
い
る

花
呼
子
睦
評
．
．

包装紙と紙袋

鷲

驚
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な
か
好
評
で
あ
る
。

が
、
当
社
の
役
割
を
象
徴
的
に
示
す
も
の
と
し
て
好
評
で
あ
る
。
こ
の
包
装
紙
は
ス
イ
ス
の
「
グ
ラ
フ
ィ
ス
」
、
イ
ギ
リ
ス
の
「
ペ
ン
ロ

ー
ズ
」
な
ど
、
外
国
の
有
名
誌
に
紹
介
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
昭
和
三
十
七
年
か
ら
洋
品
売
場
で
使
用
さ
れ
て
い
る
紙
袋
も
な
か

1665

本
店
三
階
の
画
廊
の
運
営
も
昭
和
三
十
三
年
店
頭
販
売
部
廃
止
に
よ
っ
て
宣
伝
部
に
、
美
術
展
の
企
画
運
営
及
貸
画
廊
業
務
の
一
切

が
移
管
さ
れ
た
。
当
時
の
当
社
企
画
の
展
覧
会
と
し
て
は
巣
会
・
葵
会
の
両
洋
画
展
、
そ
の
ほ
か
書
籍
関
係
の
展
示
・
即
売
会
が
行
わ

れ
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
そ
の
折
左
に
触
れ
て
き
た
の
で
こ
こ
で
は
略
す
る
が
、
昭
和
二
十
一
一
年
、
貸
画
廊
開
設
当
時
は
画
廊
が

皆
無
と
い
っ
て
い
い
時
代
で
あ
っ
た
の
で
、
有
名
作
家
の
作
品
展
示
は
作
家
側
、
美
術
愛
好
家
側
に
も
よ
る
》
）
ば
れ
好
評
で
あ
っ
た
。

そ
の
頃
、
当
社
の
画
廊
が
果
し
た
役
割
は
、
顧
客
誘
致
の
意
味
か
ら
も
大
き
か
っ
た
。

以
上
の
ほ
か
、
宣
伝
部
で
は
・
ハ
ブ
リ
シ
テ
イ
活
動
を
昭
和
三
十
年
代
か
ら
積
極
的
に
行
っ
て
き
た
。
当
社
の
業
務
は
文
化
的
に
大
き

な
意
義
の
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
新
聞
。
テ
レ
ビ
。
週
刊
誌
な
ど
の
マ
ス
媒
体
に
取
上
げ
ら
れ
る
機
会
も
多
い
。
「
せ
か
い
の
絵
本
展

示
即
売
会
」
な
ど
そ
の
好
例
で
、
昭
和
四
十
一
年
、
当
時
の
人
気
番
組
「
木
島
則
夫
モ
ー
ニ
ン
グ
シ
ョ
ー
」
に
、
こ
の
催
し
が
取
り
上

げ
ら
れ
た
時
は
、
た
ま
た
ま
画
面
に
出
た
「
猫
の
本
」
に
注
文
が
殺
到
し
、
開
店
一
時
間
で
売
り
切
れ
る
な
ど
、
テ
レ
ビ
の
威
力
を
ま

ざ
ま
ざ
と
見
せ
つ
け
る
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
も
こ
う
し
た
催
事
。
商
品
紹
介
な
ど
は
、
様
灸
の
宣
伝
媒
体
で
屡
食
取
り
上
げ
ら
れ

て
き
て
お
り
、
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
活
動
は
、
当
社
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
営
業
活
動
に
大
き
く
寄
与
し
て
き
た
。




